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はじめに

一枚岩であったと考えられやすいドイツ第三帝
国において，実際は独裁者アドルフ・ヒトラーと
ナチス政権に反対するいくつもの抵抗グループが
あり，様々な抵抗運動が行われた。その中にあっ
てドイツ国防軍（Wehrmacht）内で形成された抵
抗派（以下，軍内抵抗グループと称する）は最も
強力でヒトラーとナチス政権を打倒する可能性が
高かったが，1944年7月20日に決行されたヒト
ラー暗殺とナチス政権打倒のクーデターは失敗し
て抵抗グループは完全に壊滅した。それによって
戦争の早期終結の機会を失ったドイツは，翌1945
年5月にヒトラーが自殺し首都ベルリンが陥落し
て，全土が連合軍に占領するまで戦闘を続け，国
土の破壊と多くの犠牲者を出す結果になった。

本論文は，ドイツ第三帝国での反ナチ抵抗運動
を概観し，その中でもナチス政権打倒の成功の可
能性が最も高かった軍内抵抗グループの実態をド
イツ第三帝国の政軍関係の中から考察し，さらに
ヒトラー及びナチス政権打倒計画失敗の原因を明
らかにするものである。

我が国でもドイツ第三帝国（ドイツ現代史）研
究の一環として反ナチ抵抗グループの研究は行わ

れているが，ドイツ第三帝国における政軍関係の
観点からの研究は皆無であり，本論文が今後この
分野での研究の進展に一石を投じることになれば
望外の喜びである。

なお本論文作成に主として使用した一次史料は，
平成29年8－9月に日本大学海外派遣研究者（短
期B）によって，ベルリンで収集したドイツ抵抗
記念館所蔵文書に依る。同記念館にはドイツ政府
の長年の努力によって多数の反ナチ抵抗派関連文
書が収集，所蔵されている。

1　ドイツ第三帝国の反ナチ抵抗運動

ドイツ第三帝国には，様々な反ナチ抵抗グルー
プや個人の抵抗者が存在し，今までの研究で明ら
かになっただけでも，42回のヒトラー暗殺計画が
あったが，ヒトラーは強運でその全てから逃れて
生き延びた。軍内抵抗グループ以外の主要な抵抗
グループ，勢力は次の様である。
（1）左翼グループ

1933年のナチス政権成立以前からナチスの政敵
であった左翼勢力のドイツ共産党（KPD）や社会
民主党（SPD）は，第三帝国になっても抵抗を続
けたが，ゲシュタポ（秘密国家警察）の厳しい追
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及によって，社会民主党はロンドンへ，共産党は
モスクワに亡命して，国外から反ナチ運動を続け
ることになった。

一方，ドイツ国内に残った社民党支持の大部分
の人々は，「内的抵抗」と呼ばれる各人の心の中だ
けで抵抗する消極的な抵抗で，ナチスの支配する
第三帝国で日常生活を送った。

ドイツ国内の共産党系の抵抗グループは，大部
分がゲシュタポの取締りで壊滅したが，モスクワ

（赤軍情報部）の指令下で少数が活動を続けた。そ
の一つが「ローテ・カペレ（赤い楽団）」の秘匿名
で呼ばれたドイツ空軍将校のハロ・シュルツェ－
ボイゼンと経済省職員アルフレート・フォン・ハ
ルナックを指導者として，100名以上の軍人，官
吏，学者，学生，ジャーナリスト等の多彩な人々
で構成された抵抗組織であったが，1942年8月に
ゲシュタポに摘発されて組織は壊滅した。この組
織は，戦後西ドイツでは，抵抗グループというよ
りもソ連指令下の軍事情報収集のための共産主義
者のスパイ組織と考えられてきたが，冷戦終結後
の旧ソ連等，東側の史料が閲覧できるようになっ
て，共産主義者によるスパイ組織ではなく広範な
ドイツ人による反ヒトラー，反ナチ抵抗グループ
の一つと考えられるようになった (1) 。
（2）キリスト教会

キリスト教のカトリック派は，ワイマール時代
からカトリック中央党という政党を組織してナチ
党と戦ったが，ナチス政権成立後の1933年7月，
ナチス政権がローマ教皇庁とコンコルダート（政
教条約）を締結したことにより，カトリック教会
はナチスを承認し，教会外の問題は国家に委ねる
ことになった。その結果，カトリック中央党は解
散させられ，その他のカトリック諸団体もナチス
に吸収された。これによってドイツ・カトリック
教会の政治力は失われ，ミュンヘン大司教ファウ
ルハーバーが説教でナチスを批判したり，ベルン
ハルト・リヒテンベルク司祭，フランツ・ライニ
シュ神父，マックス・ヨゼフ・メッツガー神父等
が個人としてナチスを批判し抵抗した以外は，カ
トリック教会の反ナチ抵抗運動はほとんどなかっ
た (2) 。

一方プロテスタント教会では，福音派のルート

ヴィッヒ・ミューラー牧師を指導者にドイツ・キ
リスト者運動を組織して，親ナチの統一プロテス
タント教会の設立を図ったが，これに対してマル
ティン・ニーメラー牧師らが，1934年に告白派を
組織して，バルメンで会議を開催して，ドイツ・
キリスト者主導の帝国教会に反対した。この事態
に，ナチスが介入して，1937年7月ニーメラー牧
師は逮捕投獄された。その後は，ディートリッヒ・
ボンヘッファー牧師を中心にゲルデラー，クライ
ザウ・グループとも連携しながら抵抗運動を続け
た (3) 。
（3）青少年グループ

若者による抵抗グループも存在した。アダルベ
ルト・プロープストを指導者とするカトリック青
年組織は，ナチスの青年組織であるヒトラー・ユー
ゲント（HJ）と街頭で乱闘事件を起こす等，闘争
を続けてきたが，カトリック教会指導部がコンコ
ルダート（政教条約）締結により，ナチスと妥協
したことに激しく抗議した。その結果，プロープ
ストは1934年6月のレーム事件（ナチ突撃隊指導
部の粛清）の混乱に紛れてナチスに殺害された。
それに対してカトリック青年組織は，プロープス
トを殉教者として抵抗を続けたが，1937年に全て
のカトリック系団体は禁止され，指導者達はゲシュ
タポに逮捕されたが，それ以降も地下活動で抵抗
を続けた (4) 。

一方，大学生による抵抗運動も起こった。ハン
ス，ゾフィーのショル兄妹とヴィリー・グラーフ
等，20名の学生とクルト・フーバー教授による
ミュンヘン大学での「白バラ」抵抗運動（Weiβe 
Rose）である。1942年中頃から4種類の反ナチの
ビラ配布が行われ，1943年に入るとさらに数千枚
の反ナチ・反戦ビラの配布，郵送とミュンヘンの
街頭にペンキでスローガンを書いて，ナチス体制
の崩壊と戦争の終結を主張したが，1943年2月18
日に全員がゲシュタポに逮捕され，ショル兄妹ら
5名の学生とフーバー教授が死刑判決を受けて断
首された。残りの10名の学生も有期刑に処されて，
白バラ抵抗グループは壊滅した。しかしながら，
白バラ抵抗運動のビラを読んだ人数は数千人に及
び，その中にはクライザウ・グループの指導者モ
ルトケ伯爵も含まれていた。ハンブルク大学でも
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白バラに啓発されて抵抗運動が起こり，30名がゲ
シュタポに逮捕されたが，その半数が連合軍に救
出されている (5) 。

さらに「スウィングス（Swings）」と呼ばれる
スウィング・ジャズを愛好する裕福な家庭の子女
のグループによる抵抗も存在した。その中で最大
のグループは100名程度でハンブルクに存在した。
彼らは，ヒトラーユーゲントに対抗してイギリス
風の派手な服装でジャズパーティーを開いていた
が，1940年にジャズパーティーが当局に禁止され
たのを契機に，ナチス当局に反抗して，英語を話
しジャズを聴き，自堕落な生活を送ることで抵抗
したが，やがてヒトラーユーゲントの訴えによっ
て大半がゲシュタポに逮捕されて強制収容所か刑
務所に送られた。彼らは，初めはジャズ好きの富
裕市民の子女の集まりにすぎなかったが，ヒトラー
ユーゲントによるナチススタイルの押しつけと当
局によるジャズ禁止によって一気に反体制，反ナ
チの政治化したものであった (6) 。

一方，ライン・ルール地方では，スウィングス
とは対照的な「エーデルヴァイス（Edelweiβ）海
賊団」と呼ばれた工場労働者の子女で構成された
グループが存在した。彼らは，ヒトラーユーゲン
トとの縄張り争いから，徒党を組んで暴力行為に
及び，さらに配給食料を強奪して警察に逮捕され
た。ただ彼らは，反ナチ抵抗グループというより
非行少年の犯罪集団と見なされたが，結局ゲシュ
タポによって逮捕され，1944年11月に，彼らの内
13名が公開絞首刑に処された。今日ドイツでも彼
らを反ナチ抵抗グループの一つと判断すべきか，
単なる非行少年の犯罪集団と判断すべきか，評価
は定まっていない (7) 。
（4）保守派グループ

現状打破の大衆政治運動であったヒトラーとナ
チスに対して，ドイツの伝統的な保守支配層は嫌
悪し，いくつもの抵抗グループが形成された。そ
の中で最大グループが，ライプチヒ市長を務めた
カール・ゲルデラーを指導者に，資本家，官僚，
大学教授，外交官等の上流階級で構成されたゲル
デラー・グループである。このグループは，後に
述べる軍内抵抗グループとも連携しており，反ナ
チ・クーデター成功後は，新政府の首相就任が予

定されていた (8) 。
次は，ドイツ統一戦争勝利の立役者であったモ

ルトケ元帥の子孫であるヘルムート・フォン・モ
ルトケ伯爵を中心とするクライザウ・グループ

（Kreisauer Kreis）である。このグループには，ナ
ポレオン戦争で活躍したヴァルテンブルク元帥の
子孫ペーター・ヨルク・フォン・ヴァルテンブル
ク伯爵も加わり，当初は若い貴族名家の反ナチ交
友グループにすぎなかったが，やがて社会主義者，
聖職者等多様な人物が加わり，本格的な反ナチ抵
抗グループを形成した。しかし，1944年1月にモ
ルトケ伯爵がゲシュタポに逮捕されてからは，残っ
たメンバーは，軍内抵抗グループに接近し協力す
ることになる (9) 。
（5）その他の抵抗運動

抵抗運動には，いずれのグループにも属さず，
どこの指令も受けない一匹狼でヒトラーの暗殺を
図った者もいた。その代表例が，失業中の家具職
人ゲオルク・エルザーが，1939年11月8日夜に
ミュンヘンのビアホール・ビュルガーブロイケラー
で時限爆弾を爆発させた事件である。ヒトラーは，
毎年ミュンヘン一揆の記念日である11月8日に，
ビュルガーブロイケラーで演説しているが，この
時は，霧のために帰路を飛行機から列車に変更し
たので，いつもより13分前にその場を離れて無事
であった。エルザーはスイスへ逃亡を図ったが，
国境で捕らえられて，ドイツ敗戦直前に処刑され
た。エルザーは全くの単独犯で，犯行動機は共産
主義のシンパで戦争の阻止と言われているが謎が
多い。しかし，近年研究が進み，エルザーも反ヒ
トラー抵抗者として再評価されている。ただ，こ
の事件の結果，ヒトラーの身辺警護は強化され，
行動も秘匿されて不規則になり，ドイツ国内では
爆薬等の危険物の管理が厳しくなり，それ以降の
ヒトラーの暗殺計画は，より難しくなった (10) 。

2	 国防軍内反ナチ抵抗派（軍内抵抗グルー
プ）

ドイツ国防軍（Reichswehr, 後にWehrmachtと
改称）は，ヒトラー及びナチス政権成立直後には，
その軍備増強政策に賛同して支持していたが，1938



4 国際関係研究

年1月の国防大臣ヴェルナー・フォン・ブロンベ
ルク元帥と陸軍司令官ヴェルナー・フォン・フリッ
チュ上級大将等の軍首脳の失脚（ブロンベルク・
フリッチュ危機）に反発して反ヒトラー，反ナチ
の機運が生まれ，オーストリア併合，さらにズデー
テン地方併合に際してのチェコスロバキアとの開
戦危機によって反ヒトラー運動が開始された。そ
の中心になったのは，ルートヴィッヒ・ベック陸
軍参謀総長であった。ベック上級大将は，8月チェ
コスロバキアとの危機が高まる中，ナチ政権に反
対して辞職し，以後軍内抵抗グループの中心人物
になる。同年9月のズデーテン地方併合に際して
は，後任のフランツ・ハルダー参謀総長とエルヴィ
ン・フォン・ヴィッツレーベン第3軍管区司令官
らがヒトラー排除のクーデターを計画（9月陰謀）
するが，ミュンヘン会談による危機回避で不発に
終わった。国防軍最高司令部（ OKW ）情報部

（Abwehr）でも，反ヒトラー，反ナチス抵抗グ
ループが存在した。国防軍最高司令部情報部は，
ヴィルヘルム・カナリス海軍大将の指揮下にハン
ス・オスター中佐（後に少将）を中心に抵抗組織
が形成され，情報活動を隠れ蓑に国防軍内での抵
抗運動の中心になったが，1943年4月にSS（ナチ
親衛隊）の知るところとなり，オスターが免官に
なって情報部での抵抗運動は消滅した (11) 。

第二次大戦開戦後は，ドイツの対ポーランド戦，
対フランス戦（西方作戦）での圧倒的な勝利によっ
て軍内の反ヒトラー機運は低調になるが，1941年
の対ソ戦の開始により，ナチズム実現のための政
治イデオロギー戦争の正当性への疑義，過酷な占
領政策，さらにSS特別行動隊によるユダヤ人住民
の大量虐殺への嫌悪，反発等から再び軍内に反ヒ
トラー，反ナチの機運が生じた。特に1943年のス
ターリングラード戦敗北後は，対ソ戦での勝利の
可能性が無くなり，ドイツ敗戦によるドイツ及び
ヨーロッパ全体の共産化の脅威から，国防軍内に
ヒトラーを排除して戦争を早期に終結させようと
する抵抗グループが力を増していくことになる。

国防軍内には，国防軍最高司令部情報部のオス
ター・グループとは別に三つの抵抗グループが存
在した。第一は，ベルリンの陸軍総司令部軍務局
長フリートリッヒ・オルブリヒト大将を中心とす

るグループ。第二は，フランス占領軍の軍政長官
カール・ハインリッヒ・フォン・シュチュルプナー
ゲル大将を中心とするグループ。第三は，東部作
戦軍中央軍集団作戦主任参謀ヘニンク・フォン・
トレスコウ大佐（後に少将で参謀長）を中心とす
るグループである。ほとんどがプロイセン以来の
貴族（ユンカー）出身の正統派の軍人（将校）達
であった (12) 。

その中で最初に行動を開始したのは，トレスコ
ウ・グループであった。1943年3月，ヒトラーの
東部戦線の前線視察の際に射殺を図るがクルーゲ
中央軍集団司令官の反対で未遂に終わり，さらに
ヒトラー搭乗機にコニャックに入れた爆弾を仕掛
けるが，不発で失敗した。その一週間後にベルリ
ンの武器展示会でヒトラーの爆殺を図るが，ヒト
ラーが予定を変更して途中で帰ったために，これ
も失敗した (13) 。

3　7月20日事件

1943年3月に，北アフリカ戦線チュニジアで英
軍戦闘機の機銃掃射を受けて，右手，左手指2本，
左眼を失う重傷を負ったが，9月には不屈の意志
で軍務に復帰して国内補充軍参謀長に任ぜられた
伯爵クラウス・シェンク・フォン・シュタウフェ
ンベルク参謀大佐が，ベルリンの国内補充軍司令
部に着任して，オルブリヒト大将のグループに加
わったことにより，反ヒトラー，反ナチ・クーデ
ター計画は一気に実行へと突き進むことになる。
その中心的な存在は，堅い意志と実行力を備えた
シュタウフェンベルク大佐であった。

シュタウフェンベルク大佐は，シュヴァーベン
の名門伯爵家の3男で，ギムナジウム修了後，1926
年に国防軍（陸軍）に入隊し，1930年に少尉に任
官している。1938年陸軍大学校を卒業して参謀本
部に勤務した。ナチス政権成立時にはヒトラーと
ナチスを支持していたが，対ソ戦開始後，母方の
叔父フォン・ユキュスクル・ギレンバント退役大
佐やトレスコウ大佐らから，東部戦線でのソ連軍
捕虜の虐待，コミサール命令による政治将校の処
刑，ユダヤ人住民の大量殺害等を知るに及んで，
ヒトラーとナチス政権の犯罪性と彼らが祖国ドイ
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ツを敗戦に導き破滅させると確信するに至り，ヒ
トラーとナチス勢力を実力をもって排除すべきと
の結論に到達していた (14) 。

シ ュ タ ウ フ ェ ン ベ ル ク 大 佐 が 国 内 補 充 軍
（Ersatzheer）参謀長に任ぜられたことは，ヒト
ラーとナチス政権打倒にとって最大の僥倖であっ
た。何故ならば国内補充軍は，前線で戦っている
ドイツ陸軍野戦軍に対して部隊，兵員を補充する
任務を有しているので，参謀長としてその報告で
ヒトラーに直接会う機会があり，また国内補充軍
は，ドイツ国内の治安維持の任務も有しており，
国家緊急事態が発生した場合には，指揮下の警備
部隊を出動させて秩序を回復することになってい
たからである。その秩序回復，治安維持のための
作戦計画が「ヴァルキューレ」計画であった。シュ
タウフェンベルク大佐らは，ヒトラー殺害後「ヴァ
ルキューレ」作戦を発動してクーデターを起こし，
ナチス，特にSS，保安警察を排除して，ドイツ全
土，全軍を掌握して，新国家を樹立する計画であっ
た。そこでシュタウフェンベルク大佐らは，クー
デター成功後の新国家樹立と運営のために，軍内
のみならずゲルデラー・グループ，クライザウ・
グループ等とも連携していた。新ドイツ国家の大
統領には元参謀総長のルートヴィッヒ・ベック上
級大将，首相にはゲルデラーが予定されていた(15)。

1944年7月20日遂に計画実行の日を迎えた。午
前10時過ぎ，ドイツ陸軍国内補充軍参謀長シュタ
ウフェンベルク大佐と副官のヴェルナー・フォン・
ヘフテン中尉は，東プロイセン・ラステンブルク
近郊の総統大本営ヴォルフスシャンツェ（狼の巣）
に空路ベルリンから到着した。シュタウフェンベ
ルク大佐は，午後1時からの会議で2個師団の新
編についてヒトラーに報告することになっていた。
しかし，シュタウフェンベルク大佐の真の目的は，
鞄に潜ませて持参した爆薬によってヒトラーを暗
殺することであった。

シュタウフェンベルク大佐は，12時30分予定よ
り早く始まった会議に参加し，時限信管を起動さ
せた爆薬1個を入れた鞄をヒトラー近くの机の下
に置いた。ベルリンに重要な電話があると中座し
た12時42分，作戦室は大音響と共に爆発した。そ
れを目撃したシュタウフェンベルク大佐は，ヒト

ラーは死亡したと確信して，ヘフテン中尉と共に
飛行場に到着して，空路ベルリンに向かった。

爆弾が爆発した作戦室には，ヒトラーを含めて
24名がいたが，その内ヒトラーの右にいた4名が
死亡，3名が重傷を負った。ヒトラーは，ブラン
ト大佐が爆発直前にシュタウフェンベルク大佐が
置いた鞄が邪魔になったので机の奥に移動させた
ために机の脚に遮られて奇跡的に軽傷ですんだ。
しかし，反ヒトラー派のフェルギーベル通信総監
が総統大本営の外部への通信を遮断したために，
ヒトラーの生死は不明のままであった (16) 。

ヒトラー暗殺後，直ちに「ヴァルキューレ」作
戦が発動される計画だった。パリではシュチュル
プナーゲル大将が，計画に従って，在パリのゲシュ
タポとSSを逮捕して全権を掌握したが，ベルリン
ではヒトラーの死亡が確認できなかったために，
国内補充軍司令官フリートリッヒ・フロム上級大
将はヴァルキューレ作戦の発動に同意せず，その
ため反ヒトラー派はフロムを拘束して，シュタウ
フェンベルク大佐のベルリン帰着を待ってようや
く作戦を発動した。国内補充軍司令部指揮下の各
軍管区は次々にクーデターに同調したが，総統大
本営との通信が回復してヒトラーの生存が明らか
になり，ヒトラー自身がラジオ放送するに及んで
一気に形勢は逆転し，オットー・エルンスト・レー
マー少佐の指揮するベルリン警備大隊が，ヒトラー
側に寝返って国内補充軍司令部を制圧してフロム
上級大将を解放した。フロム上級大将は，自分の
関与の疑いを払拭するために，オルブリヒト大将，
シュタウフェンベルク大佐等のクーデター計画加
担者5名を司令部内で直ちに銃殺刑に処した。こ
うして反ヒトラー，反ナチ・クーデター計画は完
全に潰えた (17) 。

4　抵抗運動の終焉

7月20日事件で奇跡的に助かったヒトラーの怒
りはすさまじく，翌21日午前1時ヒトラー本人の
ラジオ放送があり，自分の生存と暗殺未遂事件の
残虐さを述べ，事件加担者の容赦ない一掃を命じ
た。直ちに国家保安本部（RSHA）内のゲシュタ
ポ本部に400名の特別捜査チームが編成され，事
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件関与者20名を当日中に逮捕し，さらにその家族，
親族も逮捕した。それだけではなく事件に直接関
与しなかったが，以前から反ヒトラー派と目され
ていた人々も次々に逮捕された。一方事件に荷担
したが当日国内補充軍司令部にいなかった軍人達
は，ヒトラーの生存と計画の失敗を知って次々に
自決した。ヴァグナー陸軍参謀次長，中央軍集団
参謀長トレスコウ少将，パリの軍政長官シュチュ
ルプナーゲル大将，さらに関与が疑われた西方総
軍司令官ハンス・クルーゲ元帥，B軍集団司令官
エルヴィン・ロンメル元帥等も自決した。

ゲシュタポの逮捕者は，事件関与者約600～700
名，その家族，親族，非関与者の反ナチの人々で，
2ヶ月の捜査で総計7千人に達したと言われてい
る (18) 。

それらの人々は，政治犯を裁く最高裁判所とし
て1934年にベルリンに設置されたローラント・フ
ライスラーを裁判長とする民族裁判所で裁かれた。
ただ事件関与の軍人は，まず軍法会議で軍籍剥奪，
除隊となり，民間人として民族裁判所で裁かれた。
公判は8月7日に開廷し，フライスラー裁判長は
一方的に被告を侮辱罵倒して，国選弁護人のみで
一審で死刑判決を下し，即日絞首刑が執行された。
裁判では，途中連合軍の爆撃で裁判所が被弾し，
フライスラー裁判長が死亡して裁判資料が消失す
る等のハプニングが起きたが，裁判は翌1945年4
月19日まで続けられた。資料が不完全で正確には
分からないが，民族裁判所の判決で数百人が処刑
されたと言われている。さらに7月20日事件とは
直接関係のない反ヒトラー，反ナチ運動の指導者
も処刑され，この中には1月に死刑判決，処刑さ
れたモルトケ伯と彼のクライザウ・グループの人々
も含まれていた。その他の多くの人々が強制収容
所に送られた。こうしてドイツにおける反ヒト
ラー，反ナチの運動は完全に消滅し，ドイツ国防
軍も完全にナチスの支配するところとなった (19) 。

5　ヴァルキューレ作戦失敗の原因

軍内抵抗グループによるヴァルキューレ作戦，
すなわちヒトラー殺害，クーデター実行，新体制
の樹立がいずれも失敗したのはなぜか。

まずヒトラーの殺害に失敗したのはなぜか。こ
れには，まず二つの偶然が作用した。
①ヒトラーが出席する作戦会議の場所が，当日は
蒸し暑かったために，予定されていた密閉された
頑丈なコンクリートバンカー（地上設置型防空壕）
から通常の建物に変更されたために，爆薬の爆発
効果が減殺された。
②爆発直前に，ヒトラーの右側にいたブラント大
佐が，シュタウフェンベルク大佐が置いた爆薬を
セットした鞄が邪魔になったので，机の奥に移動
させたために，ヒトラーは大きな机の頑丈な脚に
護られる結果になり，軽傷ですんだ。ちなみにブ
ラント大佐は片足を吹き飛ばされて2日後に死亡
している。

次に，これは最初から分かっていたことである
が，シュタウフェンベルク大佐は，北アフリカ戦
線で負傷して右手がなく，左手も指2本を失って
いたために，残された左手の3本の指だけで，限
られた時間，場所での起爆作業をしなければなら
ず，当初2個爆発させる予定であった爆薬は，1個
にしか信管をセットできなかったために，爆発威
力が不足した。

次に，クーデターはなぜ成功しなかったのか。
暗殺計画の中心人物で全体の実質指導者であった
シュタウフェンベルク大佐が総統大本営でのヒト
ラー暗殺の実行者であったために，緊要な時期に
計画の発動と指揮ができず，ベルリンの国内補充
軍司令部からのヴァルキューレ作戦発動の発令が
大幅に遅れた。爆薬爆発後直ちにヴァルキューレ
作戦が発動されていれば，例えヒトラーが生きて
いても，当初総統大本営と外部との通信は遮断さ
れていたために，その間にドイツ全土，及びドイ
ツ占領地でクーデターが成功する可能性はあった。
ただヒトラーとナチス政権を打倒する強固な意志
と能力と実行力を併せ持って，ヒトラーに接近で
きる人物はシュタウフェンベルク大佐以外には，
いなかったのかもしれない。

さらにクーデター実行時に，最も重要なドイツ
の首都ベルリンを押さえる役割を持つ大ドイツ連
隊のベルリン警備大隊の大隊長を反ナチ抵抗グルー
プに引き入れておくか，反ナチ側の人物を就けて
おく必要があった。実際にベルリン警備大隊長オッ
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トー・エルンスト・レーマー少佐は，クーデター
発動直後，ベルリンにいたヨゼフ・ゲッベルス宣
伝相を逮捕に行ったが，ゲッベルスに説得され，
ヒトラーが生存していると知って，ナチス側に寝
返り，クーデター計画実行の中心であるシュタウ
フェンベルク大佐のいる国内補充軍司令部を攻撃
して制圧し，クーデターに止めを刺している。

クーデターは失敗したのであるから，新国家樹
立があり得ないのは当然である。

おわりに

最後に，軍内抵抗グループのドイツ国家内の位
置と戦後の評価である。

彼らの大部分は，先祖代々の領地を持つ裕福で
名門の貴族（ユンカー）で代々高級軍人の家系の
陸軍大学卒の国防軍エリート将校達であった。一
般庶民に支持されて現状変革を目指した大衆政治
運動のヒトラーとナチスとは，全く違う社会階層
である。それでも彼らは，第一次大戦敗戦の結果
成立したワイマール共和制とヴェルサイユ条約に
は反対していたので，それを打破するヒトラー・
ナチス政権の成立を支持していた。しかしながら，
ヒトラー政権による周辺国への侵略，ユダヤ人迫
害，独ソ戦での収奪，絶滅戦争を知るに至って，
ヒトラーの殺害とナチス政権の打倒を決意するに
至ったのである。そうは言っても，彼らは，ドイ
ツの一般国民，庶民とはかけ離れた雲の上の別世
界の人々であり，戦争中に国民が選んだ国家指導
者を殺害してクーデターを起こすことを大多数の
一般国民が支持するかは疑問である。そうである
ならば，クーデター成功で成立した新生ドイツは，
国民を軍隊の実力で抑える軍事政権にならざるを
得ない。しかし，その軍隊においても，一般庶民
出身がほとんどである下士官，兵に支持されると
は思えない。反クーデターが起こるかもしれない
し，反抗，反乱が頻発して軍は崩壊して連合国に
敗北していたかもしれない。

シュタウフェンベルク大佐を中心とする軍内の
反ヒトラー，反ナチス抵抗運動は，戦後当初は戦
争中の「背後からの卑劣な陰謀」として裏切り者，
反逆者と言われ，占領軍にも否定された。しかし，

1951年にベルリン警備大隊長だったレーマーが，
7月20日事件参加者を反逆者，売国奴と述べて名
誉毀損で訴えられた裁判で，レーマーは名誉棄損
で有罪で3ケ月の禁固刑に，7月20日事件を起こ
した将校達は祖国愛と無私の自己犠牲によって国
民を救おうとしたものであり，国家反逆ではない
という判決が下り，彼らの名誉回復と不法国家に
対する抵抗の正当性が認められた(20)。これを切っ
掛けに，7月20日事件で処刑された将校達の遺族
は，旧国内補充軍司令部の中庭に犠牲者の慰霊碑
を建立し，通りの名称もベントラー通りからシュ
タウフェンベルク通りに改称され，建物内にささ
やかな7月20日事件の常設展示が行われるように
なった。さらに1989年には，シュタウフェンベル
ク大佐が勤務し抵抗運動の中心となった旧国内補
充軍司令部は，7月20日事件参加者を中心に，ナ
チズムに対するドイツでの抵抗のすべてを包括す
るドイツ抵抗記念館（ Gedenkstätte Deutscher 
Widerstand）となり，現在も新国防省の隣にすべ
ての抵抗運動の展示，史料の収集，整理の中心組
織となって活動を続けている (21) 。

一方，1955年の再軍備によって誕生したドイツ
連邦軍では，当初はシュタウフェンベルク大佐の
行動は国家反逆であるとの見方が強かったが，1953
年アドルフ・ホイジンガードイツ連邦軍総監が，
彼らを軍人の模範と賞賛し，彼らは勇気ある人々，
ドイツの良心と評価したことによって，現在の連
邦軍に連なるドイツ軍人の理想像と見做されてい
る。さらに1968年のドイツ連邦共和国基本法（憲
法）の改正で，第20条に「抵抗権（Widerstandsrecht）」
が追加され，すべてのドイツ国民は，民主的で社
会的なドイツ連邦国家を守るために抵抗権が認め
られることになった(22)。それ故に，国内で最強の
武力を有するドイツ連邦軍では，軍人に対する内
面指導（Innere Fürung: 精神教育）での最も重要
なテーマの一つは軍の「抵抗権」，すなわち国家の
命令に「服従（Gehorsam）」するのか，あるいは
不法国家の命令には軍人の「良心（Gewissen）」
に基づいて抵抗するのか，それを如何なる場合に
如何なる条件で行使するかを議論を通じて，各人
に理解させている。
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